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施設名　藤棚地区センター

指定管理料
から充当
（円）

ニーズ対応
費から充当

（円）

参加費
(円）

講師謝金
（円）

材料費
（円）

その他
（円）

1 みんなで体操 一般 10 0 1,000 1,000 0 0 0 1,000

2 女性体力づくり教室 成人 140 0 0 0 0 0 0 0

3 緑のカーテン 一般 15 0 0 0 0 0 0 0

4 4ヶ月健診のおはなし会 4ヶ月親子 80 0 20,000 20,000 0 20,000 0 0

5
行事に親しもう

(母の日・父の日・七夕・ツリーを飾ろう・クリ
スマス窓にお絵かき・お正月ぬりえ・豆まき)

一般 250 0 5,000 5,000 0 0 5,000 0

6 お話会はじまるよ（全12回） 一般 10 0 24,000 24,000 0 24,000 0 0

7
藤棚ふれあい食堂

12月
一般 60 300 23,000 5,000 18,000 0 20,000 3,000

8
施設連携事業

盆踊り
一般 100 0 3,500 3,500 0 3,000 0 500

9
夏休み宿題お助け講座
動くおもちゃを作ろう

小学生 8 1,000 16,000 8,000 8,000 0 13,000 3,000

10 打ち水で地球を冷やそう 一般 20 0 0 0 0 0 0 0

11
夏休み宿題お助け講座
地区センターで勉強しよう

（学習支援）
中学生・高校生 15 0 2,000 2,000 0 2,000 0 0

12 くつろぎサロン 一般 40 500 23,000 3,000 20,000 10,000 0 13,000

13
第3地区自治会町内会

福祉フェスタ
一般 100 0 3,000 3,000 0 0 3,000 0

14
施設連携事業
ハロウィン

一般 200 0 3,000 3,000 0 0 3,000 0

15 リス組さん　ママ編 未就園児親子 10組 1,500 40,000 25,000 15,000 25,000 11,000 4,000

16 藤棚商店街まつり（全1回） 一般 120 100 12,400 400 12,000 0 12,400 0

17
健康体操教室

（３回）
一般 12 1,500 23,000 5,000 18,000 15,000 0 8,000

18
施設連携事業
西区民まつり

一般 50 0 2,000 2,000 0 0 1,500 500

19 干支のお飾り 一般 10 2,500 35,600 10,600 25,000 10,000 24,000 1,600

20 本のクリスマスプレゼント 一般 10 0 0 0 0 0 0 0

21 百人一首大会 第3地区小中学生 30 0 0 0 0 0 0

22 紙ヒコーキ予選大会 第3地区小中学生 30 0 2,000 2,000 0 0 0 2,000

23
施設連携事業

西区街の名人・達人まつり
一般 100 0 500 500 0 0 500 0

24 第４地区みんなのまつり 一般 100 0 0 0 0 0 0 0

25 藤棚まつり 一般 500 0 50,000 50,000 0 0 30,000 20,000

26
施設連携事業

東京2020レガシー、子どもたちの未
来に

一般 100 0 30,000 30,000 0 0 0 30,000

27
施設連携事業

「関東大震災から防災を考える」パ
ネル展示

一般 100 0 10,000 10,000 0 0 5,000 5,000

28
施設連携事業

DANCE　DANCE　DANCE
一般 100 1,000 25,000 15,000 10,000 0 0 25,000

354,000 123,000 105,000 126,000 109,000 128,400 116,600

事業ごとの事業内容等を自主事業別計画書に記載してください。 354,000 354,000 354,000

令和３年度　自主事業計画書

No.
事　　業　　名
（教　室　名）

募集対象
募集
人数
（人）

一人
当たり
参加費
（円）

自主事業予算額

総経費
(円）

収入 支出

合　　　　計
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施設名　藤棚地区センター

No. 事業名（教室名） 目的・内容等 実施時期 回数

1 みんなで体操

≪健康促進事業≫
月曜日の午後４時から15分間定期的に、ラジオ体操第一と第二の体
操を２階ロビーで行います。スタンプカードと参加賞を用意しておりま
す。新型コロナウイルス予防対策として、密にならないよう実施しま
す。

4月～3月 40回

2 女性体力づくり教室

≪健康促進事業≫
（西区体育協会女性体育部共催）
ストレッチ＆リズム体操を年間を通して毎週定期的に行います。ボー
ルを使ってやわらかな筋肉・関節のためのストレッチを行い、また、リ
ズムに合わせて楽しく気持ちよく体を動かすことで健康推進を進めま
す。女性のための講座です。新型コロナ感染防止策に留意し行いま
す

5月～3月 33回

3 緑のカーテン

≪環境対策推進事業≫
（西区区政推進課共催）
環境緑化のための緑のカーテン講座を開催します。西区より「西区
における都市緑化推進指針」のPRをし、日照りを防ぎ、見た目にも涼
しく環境にも優しいインテリアグリーンを目指し、ゴーヤの育て方を学
び、実践していただきます。新型コロナウイルス予防対策として、密
にならないよう実施します。

5月～９月 1回

4 4ヶ月健診のおはなし会

≪読書推進事業≫
（西区こども家庭支援課・中央図書館共催）
4ヶ月健診時に、新型コロナウイルス対策をとりながら、初めての絵
本の選び方、わらべうたを紹介します。本が好き、おはなしが好きと
いう子どもたちが増えるよう、保護者むけにも読書の楽しみを伝えま
す。新型コロナ感染防止対策を取りながら実施します。

4月～3月 12回

5

行事に親しもう
(母の日・父の日・七夕・ツリーを飾ろ
う・クリスマス窓にお絵かき・お正月

ぬりえ・豆まき)

≪世代・地域交流事業≫
事前予約なく当日参加できる事業です。　参加型の楽しめるイベント
として、近隣住民が家族で楽しめるよう企画します。また、来館者に
子どもの作品を楽しんでもらいます。人数制限や新型コロナウイルス
感染防止対策を取りながら実施します。

4月～2月 8回

6 お話会はじまるよ（全12回）

≪読書活動推進事業・育児支援事業≫
未就園児と保護者を対象に、読み聞かせ講師による読み聞かせを
毎月１回プレイルームで実施します。
子ども達に本にふれあうことで興味をもってもらいます。
室内で密にならないように開催いたします。

4月～3月 12回

7
藤棚ふれあい食堂

12月

≪世代・地域交流事業≫
地域の方々に安心して過ごせる居場所を提供することを考え、「地域
の食堂」を平成28年度から始めました。地域ボランティアの協力の
元、廉価で食事を提供します。　反響も大きく異年齢交流の場として
にぎわいます
人数制限や新型コロナウイルス感染防止対策を取りながら、開催い
たします

12月 1回

8
施設連携事業

盆踊り

≪世代・地域交流事業≫
　西区区民利用施設協会各施設の練習会を経て、第五地区の納涼
まつりに参加します。練習会では地域の盆踊りのも参加できるよう、
色々な世代の参加者が輪になって、おなじみの曲やオリンピック音
頭等を踊り地域の交流にも貢献します。　新型コロナウイルス拡大予
防策として、参加者同士が密ｂにならないよう配慮します。

7月 1回

9
夏休み宿題お助け講座
動くおもちゃを作ろう

≪青少年育成事業≫
夏休みの一日体験で動くおもちゃを作ります。出来上がり後動かして
遊びます。科学のおもしろさなどを体感できる教室を開催します。
募集人数は、新型コロナウイルス感染防止対策とし、利用制限以下
にして実施します。

8月 1回

10 打ち水で地球を冷やそう

≪環境対策事業≫
（西区役所区政推進課共催）
藤棚地区センター敷地内で、利用者と共に打ち水を実施します。実
際に、打ち水前と後の地面の温度を計り、打ち水効果を確認し、自
宅等での打ち水の実施を呼びかけます。新型コロナウイルス拡大予
防策として、参加者同士が密にならないよう配慮します。

8月 1回

11
夏休み宿題お助け講座
地区センターで勉強しよう

（学習支援）

《青少年育成事業・異世代交流事業》
小中学生を対象に、わからないところを気軽に聞ける勉強会を開き
ます。勉強だけでなく様々な相談もできる、居心地のいい勉強会を目
指します。新型コロナウィルス感染防止対策を取りながら実施いたし
ます。

8月 1回

12 くつろぎサロン

≪地域交流事業≫
精神疾患や心の病の理解を深めるサロンを開催します。コーヒーを
飲みながら。ご家族の体験談を聞いたり、共に過ごす時間を作りま
す。新型コロナウィルス感染防止対策を取りながら実施いたします。 9月 1回

13
第3地区自治会町内会

福祉フェスタ

≪世代・地域交流事業≫
福祉フェスタに参加しブースを設けて、新規利用者開拓の機会としま
す。地区センターをあまり利用しない区民にも地区センターをPRしま
す。
新型コロナ感染防止対策を取りながら実施します。

10月 1回

令和３年度　自主事業別計画書
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施設名　藤棚地区センター

No. 事業名（教室名） 目的・内容等 実施時期 回数

令和３年度　自主事業別計画書

14
施設連携事業
ハロウィン

≪地域交流事業≫
（サンモール西横浜商店街共催）
地域性や特性に合わせたイベントを企画し、地域の方との交流を図
ると共に施設を身近に感じていただく機会にします。藤棚地区セン
ターは、地元商店街のハロウィンイベントに参加しゲームブースを出
店いたします。
新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して行います。

10月 1回

15 リス組さん　ママ編

≪子育て支援事業≫
今年で1４年目になります。参加者から「たくさんの経験ができ親子と
もにとてもよかった」と大変好評で毎年問合せが多い講座です。子ど
もたちが初めての集団生活に慣れ、リトミック・絵具など様々な体験
ができるようなカリキュラムを用意し、『親子の居場所』としての場を
提供します。新型コロナウィルス感染防止対策を取りながら実施いた
します。

10月～11月 3回

16 藤棚商店街まつり（全1回）

≪世代・地域交流事業≫
地域に根付いたイベントに参加し、ブース出店することで、地域貢献
するとともに藤棚地区センターをPRし、利用者の拡大を目指します。
参加は、お客様が密にならないように十分配慮し行います。

１０月 1回

17
健康体操教室

（３回）

《健康推進事業》
体を動かすことで、健康促進に役立つ内容とします。気軽に参加でき
るプログラムなので、仲間づくりにも最適です。
開催は、新型コロナ感染防止対策を徹底し行います。

10月 1回

18
施設連携事業
西区民まつり

≪世代・地域交流事業≫
地域に根付いたイベントに参加し、西区区民利用施設協会として
ブースを出店します。今年度は協会施設を紹介する展示を行い、チ
ラシを配布して区民の皆様にPRします。ブース内が密にならないよう
に十分配慮して行います。

11月 1回

19 干支のお飾り

《生涯学習事業》
今年度で３回目となる、和布を使った小物作りの人気講座です。手
先を使うことで脳の活性化を図り、楽しい時間を過ごしながら仲間づ
くりの場を提供します。新型コロナウィルス感染防止対策を取りなが
ら実施いたします。

11月～12月 2回

20 本のクリスマスプレゼント

≪読書推進事業≫
（浅間コミュニティハウス・西地区センター共催）
予め図書を選定し袋詰めしたものを福袋のように選んでもらい、貸し
出します。普段手にとらない分野の本に触れる機会とし、読書への
興味がより広がるようにします。新型コロナウィルス感染防止対策を
取りながら実施いたします。

12月 1回

21 百人一首大会

≪青少年育成事業≫
（第３地区青少年指導員共催）
競技かるたとは違い、初心者でも気軽に参加できる大会です。小学
生も参加できるような簡単なかるたの用意もあります。人数は部屋利
用制限以下とし密にならないよう行います。

1月 1回

22 紙ヒコーキ予選大会

≪青少年育成事業≫
（第３地区青少年指導員共催）
地域の子どもたち対象の紙ヒコーキ大会を共催します。紙ヒコーキ
は当日に作成したもの、または、完成品のご用意もあり、それを使っ
て滞空時間を競います。人数は部屋利用制限以下とし密にならない
よう行います。

2月 1回

23
施設連携事業

西区街の名人・達人まつり

≪地域交流事業≫
西区の生涯学習ボランティアや市民活動を行っている個人・団体の
会員が区民のみなさんと交流しながら年1回開催しているおまつりで
す。区民の皆さんと交流および協会施設を広く知っていだたくことを
目的とし、西区区民利用施設協会として参加し、ブースを出店しま
す。新型コロナウィルス感染防止対策を取りながら実施いたします。

2月 1回

24 第４地区みんなのまつり

≪地域交流事業≫
第４地区社会福祉協議会主催の「みんなのまつり」に子ども向け
ゲームで参加し、おまつりを盛り上げるお手伝いをします。センター
のPRもし利用者拡大を目指します。参加するに当たり、新型コロナ
感染防止対策を徹底いたします。

３月 1回

25
藤棚まつり

≪世代・地域交流事業≫
新型コロナ感染防止対策として観客動員をせず、登録利用団体の演
技や展示等の発表を撮影し皆様に見ていただけるように計画してい
ます。

6月7日 1回

26
施設連携事業

東京2020レガシー
子どもたちの未来に

≪東京オリンピック関連事業≫
東京オリンピックパラリンピックを子どもたちの未来につなげるため
に、講演会とグッズの巡回展示を実施します。講演会は、新型コロナ
感染防止対策として、動画配信を計画しています。横浜市西区役所
共催自主事業。

9月 1回
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施設名　藤棚地区センター

No. 事業名（教室名） 目的・内容等 実施時期 回数

令和３年度　自主事業別計画書

27
施設連携事業

地域と一緒に防災フェスタ

≪施設連携事業・環境対策事業≫
（藤棚地区センター・西前小コミュニティハウス・稲荷台小コミュニティ
ハウス・東小コミュニティハウス・戸部コミュニティハウス・境之谷公園
こどもログハウス・横浜市消防局横浜市民防災センター協力）
令和元年度までの防災フェスタは、藤棚地区センター体育室で300人
規模で開催していましたが、今年度は密にならない事業内容に変更
し実施します。各館で1923年に発生100年目となる関東大震災のパ
ネル展示をし、防災・減災を学びます。

10月 1回

28
施設連携事業

DANCE DANCE DANCE

《世代・地域交流事業》
横浜市施策の『Dance　Dance　Dance＠YOKOHAMA」を西区役所・
西区文化協会・西区区民利用施設協会・西地区センター・西公会堂
との共催事業として実施します。西区の文化芸術の推進を図ること
を目的に、各施設のダンス利用団体に出演を依頼し、発表の場を提
供します。その団体が一堂に会することで、新文化団体の発掘等、
幅広い年齢層の次世代につながる継続事業としていきます。新型コ
ロナウイルス予防対策として、密にならないよう、当日の会場レイア
ウトや出演者の動線等を工夫して実施します。

11月20日 1回



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

利用者 
サービス 

１ 公の施設としての管理 

① 公平性、透明性、多様性、安全性を前提に運営

する。 

② 『みんなの地域の施設』の意識で管理運営 

２ 新型コロナウイルス感染防止対策 

日常の感染症予防対策の実施を徹底する。 

① 来館者への消毒・マスク着用の協力依頼・利

用制限等の理解と周知を徹底する。 

② 施設では、年間を通じての換気の徹底、三密

を避けるなどできる限りの対策を実施 

③ 自主事業等イベントは、部屋利用の人数制限

の厳守・消毒等衛生面管理を徹底する。ま

た、まつり等の開催は、密にならないよう動

画録画・配信などの工夫をして実施 

３ 地域ニーズについて 

① 地域のニーズの把握 

連合町内会自治会・町内会の会議・イベント等

に部屋を優先的に貸し出す 

② 地域の方の生涯学習の場の提供 

③ 地域商店街との連携 

④ 併設施設、他施設との連携で活力ある地域コ

   



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

ミュニティの醸成のために、他施設との合同

イベントの開催 

⑤ 非常勤職員を極力地域採用とする 

⑥ 地域拠点の施設としての役割 

・子どもの緊急避難場所の「子ども１１０番の

家」への参加 

４ 情報提供と公開について 

①  情報提供と報告 

・HP での事業報告等の公開 

・センターたよりの発行 

・イベントごとのチラシ等での広報 

・タウン誌の活用 

  ・アンケートの結果報告 

  ・ご意見等と回答の報告 

５ 利用のサービス向上の取組 

・団体利用は、利用一週間前からの柔軟なサー

ビスの実施 （団体登録がない個人の利用が可

能 4 コマ連続利用が可能） 

・利用当日 1 時間貸し 

・料理室の会議利用を促進するための料金設定 

 



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

業務運営 

① 管理運営に必要な人員体制は、事業計画書の

とおりの配置 

② 緊急時の体制と対応計画 

・防犯、防災その他災害・事故防止のためにマ

ニュアルを定める 

・非常時の訓練を実行し、利用者が安心して利

用できる施設環境づくりを進める 

③ 目的を持った自主事業の充実 

 ・健康促進事業、環境対策推進事業、地域世代交

流事業、青少年育成事業、子育て支援事業、読書

活動推進事業、育児支援事業、生涯学習事業、等

28 事業を開催 

 具体的には、 

例１）横浜市民の読書活動の推進に関する条

例に伴う事業 

・日常的な読書活動の推進に努め、3 事業を開

催し、地域ボランティア団体に読書活動の場

の提供 

例２）「西区にこまちプラン」の目標を目指

す事業 

・「子どもが健やかに成長できるまち」に掲げ

   



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

る青少年の居場所作りに力点を置く 

・地域連携の「ふれあい食堂（子ども食堂よ

り名称変更）」を実施 

５ 本市重要施策に対する取組 

1 人権研修の実施（全職員対象年1回以上）。 

2 修繕・物品発注は「横浜市中小企業進行基本条

例」を踏まえ、近隣の中小企業に優先発注 

 

職員育成 

１ 個人情報保護 

・重要性を職員全員で認識し、法令・条例等を遵

守するため協会の規定、マニュアルを整備し、研修

を実施しその徹底 

２ その他の研修 

・新採用研修、業務研修、防災訓練、人権研修、

ヘイトスピーチ研修を 4 回以上実施し職員の 

育成をはかる 

   



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

財務 

１ 収入計画 

① 利用料金は、2,500,000 円（令和２年度収入実

績予定金額と同額程度） 

② 稼働率は、46％（令和２年度の予定稼働率と

同程度） 

③ 各種利用者サービスによる利用料金収入 

・占用利用部屋戸棚の有料貸出 

・個人も利用できる有料ロッカー貸出 

 ・コピー機による料金収入 

 ・飲料等自動販売機の設置による料金収入 

２ 支出計画 

・省エネルギー・省資源、廃棄物削減を心がける。 

   

その他     



令和３年度 藤棚地区センター 自己評価表 

《自己評価》 
A：計画、目標を上回って実施 
B：計画、目標を保持して実施 

   C：計画、目標を下回って実施 

目標設定 
の視点 

計画内容及び運営目標 
計画内容及び運営目標 

に対する実績 
今後の取組 
（改善計画） 

自己 
評価 

利用者等 
の意見 

＜利用者等の意見の把握方法＞ 

１ 利用者等の意見の把握方法 

① センター委員会を年 2 回以上開催 

② 利用者会議を年に１回以上実施 

③ 「ご意見箱」の設置 

④ アンケートの実施 

・利用者アンケート 

・自主事業アンケート 

・新聞購読紙希望アンケート 

・その他、アンケートを適時、実施し日常的に

利用者の生の声を聞き取る 

・ご意見・ご要望は職員間で検討後運営に反映する 

＜利用者等から寄せられた意見・要望＞ 

 

＜意見・要望に対する対応＞ 

 

 

 



（様式12） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

39,985,000 39,985,000 39,985,000 横浜市より
2,500,000 2,500,000 2,500,000

126,000 126,000 126,000
0 0 0

4,152,000 0 4,152,000 0 4,152,000
印刷代 100,000 100,000 100,000
自動販売機手数料 387,000 387,000 387,000
駐車場利用料収入 0 0 0
その他（広告ラック収入・預金利息） 3,665,000 3,665,000 3,665,000

46,763,000 0 46,763,000 0 46,763,000
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

22,551,000 0 22,551,000 0 22,551,000
20,220,000 20,220,000 20,220,000 館長・副館長及び時給職員12名

2,148,000 2,148,000 2,148,000
30,000 30,000 30,000 常勤職員・時給職員

135,000 135,000 135,000 常勤職員・時給職員
18,000 18,000 18,000

0 0 0
1,722,000 0 1,722,000 0 1,722,000

15,000 15,000 15,000 出張旅費
364,000 364,000 364,000 事務消耗品費

13,000 13,000 13,000
0 0 0

178,000 178,000 178,000 電話代・郵送料等
439,000 0 439,000 0 439,000

横浜市への支払分 264,000 264,000 264,000 目的外使用料等
その他 175,000 175,000 175,000 リース経費等

202,000 202,000 202,000
0 0 0

106,000 106,000 106,000
5,000 5,000 5,000

51,000 51,000 51,000
330,000 330,000 330,000

19,000 19,000 19,000
0 0 0 地域イベントの協力費等

239,000 0 239,000 0 239,000
239,000 239,000 239,000

0 0 0 イベントの実施
13,147,000 0 13,147,000 0 13,147,000

6,832,000 0 6,832,000 0 6,832,000
電気料金 3,769,000 3,769,000 3,769,000
ガス料金 2,196,000 2,196,000 2,196,000
水道料金 867,000 867,000 867,000

2,481,000 2,481,000 2,481,000 日常・定期清掃費
1,009,000 1,009,000 1,009,000

211,000 211,000 211,000
2,587,000 0 2,587,000 0 2,587,000

空調衛生設備保守 774,000 774,000 774,000
消防設備保守 227,000 227,000 227,000
電気設備保守 1,171,000 1,171,000 1,171,000
害虫駆除清掃保守 36,000 36,000 36,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 379,000 379,000 379,000 ピアノ、音響、コピー機保守費

27,000 27,000 0 27,000
2,477,000 0 2,477,000 0 2,477,000

0 0
2,477,000 2,477,000 2,477,000

0 0
0 0

5,303,000 0 5,303,000 0 5,303,000
5,303,000 5,303,000 5,303,000 労務・経理等の本部事務経費

0 0
1,324,000 1,324,000 1,324,000

46,763,000 0 46,763,000 0 46,763,000
0 0 0 0 0

支出合計
差引

当該施設分
ニーズ対応費

その他（　　　　　）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）
本部分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

機械警備費

清掃費
修繕費

設備保全費

自主事業費
管理費
光熱水費

リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

印刷製本費

旅費
消耗品費

健康診断費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

会議賄い費

人件費
給与・賃金

収入合計

科目

社会保険料
通勤手当

令和3年度　藤棚地区センター　収支予算書兼決算書
(03．04．01～04．03．31）

科目

指定管理料

自主事業収入
雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入
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